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復旧・復興工事現場における安全衛生管理の徹底について 

 

 日頃より、復旧・復興工事をはじめとする建設業における労働災害の防止に

ついて御尽力いただいていることに感謝を申し上げます。 

 宮城県内の建設業における労働災害は、平成 24年 12月からスタートした「み

やぎ復旧・復興工事ゼロ災運動」（以下「ゼロ災運動」という。）における関係

者の方々の熱心なお取組により平成 25年以降、３年連続して対前年比で減少す

るなど着実に成果をあげてきているところです。 

 しかしながら、平成 28年早々に復旧・復興工事現場内において２件の死亡災

害が連続して発生しているところです。 

 いずれの災害も車両系建設機械に関わるものであり、停車時のエンジン停止

など基本的な手順を遵守していれば防止することができたと思われる災害です。 

（死亡災害については、別紙、宮城労働局内労働災害事例を参照願います。） 

 車両系建設機械による災害はいわゆる「三大災害」の一つとして建設現場の

安全管理を行うにあたって最重点で取り組むべきものとされているところです。

さらに現在建設関係者が結集して推進しているゼロ災運動（第４次期間）にお

いても、本年度の重点取組事項とされているところです。このような中で、死

亡災害が短期間に連続して発生したことは極めて憂慮すべき事態と言えます。 

 つきましては、今回の死亡災害の発生という事態を踏まえ、改めて別添の現

場点検表を使用し現場内の安全管理の実施状況について早急に再点検を実施し

ていただくよう要請いたします。 

 なお、点検が終了した際には、それぞれの本社、支店等の安全担当部署へ当

該点検結果を提出し社内で情報を共有した上で、２月末までゼロ災運動事務局

あて FAX等で提出していただきますようお願いいたします。 

 


